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周産期 の ス ト レ ス によ りもたらされる胎児 ･ 新生児 の 不可 逆性変化をお こす疾患 の

なか で も っ とも深刻 で ある中枢神経系 の 障害で あり ､ 従来 の ノ ン ス ト レ ス テ ス トや胎

児超音波診断 で は予測 し予 防 しうる こ とは できな い こ とが 明らかに な っ て い る
o そ こ

で新た に胎児 の 健康状態 を示す指標と して 胎児に与える ス ト レ ス の 重症度が判定さ

れ
､ 更にそ の ス ト レ ス に よ っ て 新生児脳性麻捧の よう な不 可逆性 の 中枢障害がもた ら

される か どうか否か を示 す判定 でき る バ イオ マ
ー

カ
ー

を見 出す こ とが現在 の 周産期

医学 に求 められ て い る｡

本研究は ､ 胎児を取 り巻き ､ そ の ほとん どが胎児尿 か らなる羊水 とカテ コ
ー ル ア.ミ

ン と ア クチ ビ ン
､ 胎児神経系 の 発生に関与す る神経栄養因子

､ 鞄こ n e r v e g r o w th

f a c t o r ( N G F) ､
b r a i n

･ d e ri v e d n e u r o t r o p h i c f a c t o r ( B D N F ) ､
n e u r o t r o p h i n

-

3 ( N T
-
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の 関係 に着目 し
､
一過性妊娠 ラ ッ ト子宮血流遮断に よる子 宮内虚血性変化 で 下記の 結

果 を得 て い る
D

l
･ N T-3 は子宮内虚血性変化 に伴 い有意に羊水中 の 濃度が 上昇 した

｡ 虚血負荷 に よ

り N T
-

3 の 産出が増える こ とから羊水中の N T
-

3 測定は 中枢 の 変化を間接的に知

る有用な手段に なり得 るとい える｡ . N T
-

3 は胎生期にお い て 心血管系 ､ 肝臓 ､ 揮

臓 ､ 腎臓などの 神経組織 で も発現するた め ､ 中枢神経系以外 で合成されたも の と

も考 えられ るo 虚血 ス ト レ ス に対 し
､

これら の末梢組織 で も産生増加 がお こ り羊



水中 の N T - 3 増加 を ひきお こ して い る と い え る
o

また低酸素下 の 羊膜細胞実験に

お い て N T ･

3 が有意に増加 し七お り
､

一

部 羊膜由来の 可 能性も示 唆された ｡

2 ･ ア ク チ ビ ン A は
､ 虚血負荷 2 4 時間後 で は差を認めなか っ たが

､
4 8 時間後 で は有

意な上 昇を認めた
o

これは臓器障害発症後 に続発的に上昇 したもの と考えられ胎

児臓器障害の指標 になり得 ると考えられ た
｡

3 ･ ド
ー パ ミ ン は虚血負荷 2 4 時間後 の み

､
ド ー パ ミ ン の代謝産物で ある D O P A C は ､

2 4 時間後及 び 4 8 時間後にも有意差をも っ て 上昇 して い た
｡ 羊水 中 ド ー パ ミ ン は

ス ト レ ス 負荷を解除す ると比較的速やか に正 常化する ｡
こ め両者 の 関係は低酸素

ス ト レ ス 負荷に対する組織反応 の 時間的経過を類推す るた め の 手掛か り になる可

能性 を示すも の と考え られた
｡

以上
､ 本論文は ス ト レ ス に よる新生児脳性麻捧の ような不 可 逆性 の 中枢障害を評価

す る バ イ オ マ
ー

カ
ー

にカ テ コ
ー ル ア ミ ンや ア クチ ビ ン A

､
N T

-

3 な どの 神経栄養因子

が なりうる可能性が示 された
o 周産期 医療 の 次の重大な課題 で ある中枢神経障害 の発

症 予防及び治療判定を行なう新し い 方法と し て の 羊水中 バ イオ マ
ー

カ ー の 意義 を明

らか に した ｡ 今後更に分析 を進 めたい
｡




